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市長タウンミーティング 

～ テーマ：災害や犯罪から市民を守る安全に暮らせる蕨づくり ～ 
 
 

と  き：平成 20 年 5 月 17 日（土） 
 午後 1 時～3 時 10 分 

場  所：中央公民館 集会室 

参 加 者：28 人 
市出席者：市長､消防長､市民生活部長、 

安全安心推進課長 
 
 
○市長あいさつ 

 （市長より、タウンミーティングを開催した趣旨と最近の市政の動向、タウンミーティ

ングのテーマに関する市の現状や取り組みについて説明が行われました。） 
 
○意見交換 

 

質問・意見  中央第一土地区画整理事業は、大きな広い道を造ると計画されています

が、渡るのにたいへんな道路を莫大な費用をかけて造る必要があるのでし

ょうか。 
 また蕨には、消防車が入れないような細くて狭い路地のような道があり

ますが、そうした道の改善は、今後どのように進めていくのですか。 
 
市 長 

 中央第一土地区画整理事業の件ですが、この事業のなかで、現在の駅前通りの幅を

15 メートルへ広げるとともに、その左右両脇に幅 12 メートルの道路を整備していく計

画となっています。この事業は、総事業費が約 127 億円かかるので、今の蕨市の財政

事情では実現が非常に難しい状況です。専門家の人を交えて、限られたお金の中でど

のようにしていくことができるか、より良いまちのあり方を研究中です。 
 また、消防車が入れないような路地での火災があった場合、市内各所にある水利を

使うなど、消火活動に支障が無いよう体制を整えています。 
 
 



2 
 

消防長 

 市内には、防火水槽や消火栓などの水利が約 900 か所設置されており、市街地は、

おおむね 50 メートル毎にあり、消防車が入れない場合でも、そこから最大 200 メート

ルをホースでつなぎ、万が一の時は対応できるようにしています。 
 

質問・意見  詐欺問題などが多発していますが、パンフレットを配るなど、啓発活動

をした方が良いと思いますがいかがでしょうか。 
 また、自転車の無料貸し出し制度などを行って、放置自転車問題に取り

組んでいる事例がありますが、蕨市では取り組みをどのように考えていま

すか。 
 
市 長 

 詐欺の問題ですが、市では防災無線などでお知らせしたり、私自身も皆さんの会合

などに出席させていただく時には、注意を促したりしています。また地域の皆さんは、

独自で防犯講習会などを開催しているようです。 
 放置自転車対策については、特効薬が無くなかなか難しいのですが、市ではカラー

コーンやバリケードを設置して、放置できないよう対応しています。また、民間の駐

輪場の活用を促しています。さらに、東口の放置自転車の多くは市外の方のため、川

口市と対応を協議しています。 
 
市民生活部長 

 詐欺問題につきましては、現在、広報蕨やケーブルテレビなども使って市民の皆さ

んにお知らせしたり、相談窓口を設置したりして対応しています。 
 また、放置自転車問題については、民間の駐輪場利用促進や商店街とも連携した対

策を検討していきたいと思います。 
 

質問・意見  なぜ、今まで耐震についての対応をしてこなかったのでしょうか。また、

学校の子どもへのいじめ問題の対応を教えていただきたい。更に、東京の

方では不法滞在の外国人犯罪が問題になっていますが、蕨市ではそうした

問題は起こっているのでしょうか。 
 
市 長 

 耐震化の問題では、蕨市は市の面積に対して公共施設の数が多く、昭和 56 年以前の

建物が多くあります。そこで市政検証委員会で検証作業を行いましたが、これまでは、

どちらかといえば市民サービスや施設を造ることを優先して、地味な改修の取り組み

が後になってきました。今後はしっかり取り組んでいきたいと思いますが、耐震化に
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つきましては、まず学校を優先し計画的に進めて行くことになっています。 
 また、学校の問題につきましては、個性豊かな児童・生徒に対応する教員などの数

が足りていないことが問題だと考えています。市では、今年度から特別支援教育支援

員を配置し、担任の先生をサポートしながら、一人一人に行き届いた教育を進め、い

じめなどにつながっていく問題もクラスなどで解決できるよう、心豊かな子どもの成

長につなげていきたいと思います。 
 外国人の犯罪につきましては、統計上、蕨市が多いという報告はありません。確か

に外国人登録は人口の 4.2%で、県内で一番比率が高いのですが、ご質問のような問題

にはつながっていないようです。 
 

質問・意見  昨年、総合防災訓練に参加しましたが、公助としては今までのやり方で

良いかもしれませんが、参加者としては自助と共助の点からも、救急救命

など参加型訓練を増やしたりして、防災意識を高める訓練にして欲しいと

思います。 
 また、災害弱者の登録の件ですが、要介護者が自宅にいるけれど、それ

を知ったのは半年前でした。災害弱者登録のシステムや情報は、知らない

市民も多いほか、市職員でも知らない人がいるのは問題だと思います。せ

めて書類は市役所の介護保険担当や総合社会福祉センターなどに置くこ

とはできないのでしょうか。また、市は登録が必要な方などの数を把握し、

そのシステムを機能させる適切な対応をして欲しいと思います。 
 
市 長 

 今、ご指摘された防災訓練に関するご意見は、いろいろな地域から出されています。

阪神淡路、中越沖地震などから、皆さんの防災意識が高まっている現れで、市もその

期待に応えられるよう、皆さんの実践につながるような訓練を検討しています。また

一方で、市全体でやらなくてはならない訓練のほか、町会などで行っている訓練は参

加型が多いなど、訓練の規模や目的、地域の要望に合わせてそれぞれ独自に行ってい

る訓練も大事だと思います。 
 災害弱者の件につきましては、良い制度であるので、公民館や消防署をはじめ、市の

各関係部署に周知・徹底させていきます。また、地域でそうした弱者の方を助け合う仕

組みづくりもたいせつだと考えています。 
 

消防長 

 災害弱者に登録していただくことで、災害時に出動する際、システムでどこに弱者

がいるのか地図上ですぐわかり、適切な対応が迅速に行えるものです。職員の対応に

つきましては、どなたが相談などに来られても対応できるよう指導していきます。 
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質問・意見  自転車の荷台にカバンを入れていた時に、それを盗もうとする人がいま

した。また、自宅では泥棒が入ったり、近所ではひったくりが起こったり

したほか、高額な商品を買わせようとした人もいました。防犯面の強化を

お願いします。 
 
市 長 

 ひったくりにつきましては、防犯キャンペーンを最近行い、私もいっしょに防犯ネ

ットの普及活動を行いました。今後は更にキャンペーンをしっかりと行っていきたい

と思いますし、警察とも協力の上、防犯対策を充実させていきたいと思います。 
 

質問・意見  和楽備神社から三学院に抜ける信号の件ですが、押しボタンを押しても

赤信号がなかなか変わりません。子どもたちの中には、待ちきれない子も

いるようで、とても危険に感じます。ぜひ改善して欲しいと思います。 
 また、蕨警察とパチンコ店の前の道路に信号機を設置して欲しいと個人

的に県の安全協会に信号の設置をお願いしましたが、未だに設置されてい

ません。市にそのような話が県から来たかどうか教えてください。 
 もう一つは、先日大きな地震があったとき、玄関のドアを空けてすぐに

出られるよう様子を見ていたとき、しばらくして、下水の悪臭が漂ってき

ました。こうしたことが何故起きるのでしょうか。 
 
市 長 

 ご指摘の信号の件ですが、交通政策では、渋滞を引き起こさないよう大きな道路を

優先して、ほかの信号と連動するようにタイミングが計られているようです。しかし、

なかなか信号が変わらないと、信号無視の人が増え、結果的に危険度が増してしまう

ので、改善されたケースもあります。市では今後、問題の信号は町会の意見を聞きな

がら、改善していくよう警察に要望していきたいと思います。 
 また、県に信号機の設置要望があるときは、市の担当にご相談ください。市から要

望するほうが反映しやすいということもあると思います（昨年５か所付きました）。 
 悪臭の件につきましては、担当課が出席していないので明確にお答えできませんが、

おそらくご指摘のように下水道の水が揺れた関係で、漂ってきたことだと思います。

（※下水道課より：中央地区は合流式下水道であり、汚水と雨水を同じ管で排水する

ようになっています。降った雨を道路に設置してあります雨水桝
ます

で排水するようふた

に流入口がありますので、原因としましては構造上風向きなどの影響で、そこから臭

気が上がったと思われます。同様の苦情が年間数件、下水道課に寄せられており、そ

の対応としましては、現地調査を行い、対応しております。） 
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質問・意見  市の消防団の高齢化が進んでいるようですが、その対策はどうお考えで

しょうか。 
 
市 長 

 消防団の高齢化は確かに問題であると認識していますので、今後は、キャンペーン

などを通して、新規団員の確保に努めたいと考えています。 
 
消防長 

 消防団は 94 名で人数はおおむね確保しておりますが、その内サラリーマンの数は半

分です。消防団の高齢化は日本中で同様な現象ですが、市では平均年齢 44 歳と高齢化

が進んでいますので、団員の募集を強化していきたいと思います。 
 
質問・意見  水道管とガス管の老朽化は今どのような状況でしょうか。また、中央第

一土地区画整理事業は仮換地の話しのままで、どくにどけません。早く何

とかして欲しいと思います。 
 
市 長 

 市内の水道管については、石綿セメント管から新しいものにほぼ切り替わっていま

す。（※水道部長より：市内の配水管につきましては、老朽管の敷設換えに合わせて、

更に耐震性のある管を計画的に切り替えています。） 
 中央第一土地区画整理事業は、財政状況に見合った見直しの検討をしています。ま

た、市の事業ですが、こちらが抜本的な見直しを行うといっても、県が認めないと計

画変更できません（建築制限が外れない）。結果、区域の人たちは建て替えができませ

んので、こうした問題を早急に解決していきたいと思っています。 
 

質問・意見  市の防災能力を高めるには、市が単にお金をかけるだけでなく、市民一

人一人が空いたペットボトルなど、生活に身近な用具を再利用し、飲み水

の備蓄や消火用具として備えておくことも必要だと思います。 
 また、ウォーキングを市民全体で取り組めば防犯効果も高まり、更に個

人の健康増進につながると思います。 
 
市 長 

 出来ることからやっていこうとする気持ちは、すばらしいことだと思います。そう

した皆さん一人一人の努力が、安全で魅力あるまちづくりにつながっていくものと思

います。 
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質問・意見  区画整理は、車社会を中心に計画が進められているようですが、車によ

って犯罪や事故が多発しています。蕨のような平坦で市域が狭いまちで

は、健康のためにも、自転車で生活できるまちであることをアピールして

いくことも必要だと思います。 
 
市 長 

 私も、市役所の通勤など、日常自転車をよく利用しています。無公害で環境に優し

い乗り物の有効活用を検討していきたいと思います。一方で、市内では自転車の事故

が多いので、現在、蕨警察署とともに蕨市の重点課題として、自転車の交通事故防止

に取り組んでいます。 
 


